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６．成果発表 
 
６．１．論文等 
 
 気象研究所の職員が、平成 25 年度に発表した原著論文や報告書、著書、翻訳、解説などの著作物につい

て、単独・共著の区別なく掲載した。ただし、口頭発表に伴う著作物のうち学会予稿集など簡易なものにつ

いては除いている。 
各著作物の情報は、整理番号, 著者, 発表年, タイトル. 掲載誌（書名）, 掲載巻, 掲載頁, doi（オンライ

ン論文誌）または ISBN（著書（分担執筆含む））の順で掲載した。整理番号の後ろに「*」を付した著作物

は、査読付きであることを示している。 
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章 淡水・海洋環境, 6.4.3 窒素・リン・ケイ酸態の栄養塩類濃度. 環境年表 25・

－ 501 －



6. 成果発表                                          6.1. 論文等 

 

26 年版, 464, ISBN978-4-621-08737-4. 
 7 Povinec, Pavel P., K. Hirose and M. Aoyama, 2013: Fukushima Accident: 
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 14 Aoyama, M., M. Fukasawa, Y. Hamajima, K. Hirose, T. Kawano, H. Nakano, P.P. 
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ける降下量,大気中放射能濃度の推移. Proceedings of the 14th Workshop on 
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cesium-bearing particles from an early stage of the Fukushima nuclear 
accident. Scientific Reports, 3, 2554（1-5）. 
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